
























 1920（大正９）年 古川龍城氏らと「天文同好会」を発足、会誌「天界」を発行 
 1933（昭和８）年 東亜天文協会と改称 
 1943（昭和 18）年 東亜天文学会と改称 
      
『天界』創刊号の巻頭をかざる趣意書    新城教授の承認を記した日記 
15
「天文同好会」発足の経緯 
 1920（大正９）年９月 11 日の日記に、「新城教授、天文同好会を承認す」と記述されている。
























る。「百済君がその後、調べた所ではドイツに、Die Himmelszelt という天文学雑誌が 




















































 10 月に、「大坂毎日新聞婦人見学団のために新城、上田両氏と共に天文器械の案内をした。」 
11 月には、「上賀茂行き。四吋赤道義と子午環を山麓に下し、車で教室へ。夜は一般の人々
に天体観望を許す。来会約二百」（翌日は約五百）。 
 このように、天文学の一般社会への普及啓発は山本一清博士だけでなく、新城新蔵教授や
上田穣氏、古川龍城氏をはじめとする京都帝国大学物理学科の関係者の学問に対する姿勢か
ら発せられていると考えられる。その底流に「自由な気風」をモットーとする京都学派の伝
統がここにも育まれていたようにも思われる。 
 
結び 
これまで見てきたように、山本一清博士は一般社会への天文学の普及啓発を早くから心が
け、これに情熱を注いでこられた。もう少し時間をかけて、「天文同好会」の発足に至るまで
の「流れ」（前史に相当）を手繰り、そのあと「東亜天文協会」「東亜天文学会」に続く小史
を調査したい。 
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